
　本書は，アフェレシス療法に関する理論的裏付

けと疾患単位での適応，手法，さらにはわが国の

保険診療をも網羅し，なおかつ非常にわかりやす

くまとめたアフェレシス治療を実践するための成

書である．書名からは，想像がつかないほどのポ

ケットには収まりきらないくらいに内容の充実が

図られている．本書の特徴として，アフェレシス

の理論的背景が前半に解説されており，アフェレ

シスそのものの入門書として，とくに通読をお勧

めしたい部分でもある．技術論に偏ることなく，

除去にしろ，補充にしろ，目的となる物質を意識

し，アフェレシスの方法とその治療条件の考え方

が理解できるようになっている．したがって，本

書はアフェレシス治療に興味をもった若手の医師

だけでなく，コメディカル，学生にも役立つ解説

書として，ぜひ手元に置きたいお勧めの一冊であ

る．

　もちろん，日常診療でアフェレシス療法の適応

と考えられる疾患をもつ患者に遭遇した場合に，

マニュアル的な使用法も想定されて，コンパクト

に，しかもわかりやすく解説されていることが本

書の特徴でもあり，疾患毎の各論も十分に充実し

たものである．とりわけ，2 章にある「血液浄化

器の選択」と「治療量・頻度の決定法」は，アフェ

レシス療法を実施するに当たり，どのアフェレシ

ス法を選択し，どのくらいの置換量で，どのくら

いの頻度で治療すべきか，その理論，原理を詳細

かつ懇切丁寧に，しかもわかりやすく解説されて

おり，精読をお勧めする．アフェレシス療法も他

の血液浄化療法と同様に，ともすれば画一的な治

療が行われがちであるが，実際には，個々の患者

の原疾患，病因，体格，循環血漿量に合わせたオー

ダーメイド型の治療を行うことが求められるもの

であり，本書はそのことに改めて気づかせてくれ

る．

　したがって，本書を基にすれば，各疾患の治療

において具体的な治療計画を論理的に理解でき，

医師であれば，的確な治療法の指示が出せるよう

になるであろうし，臨床工学技士やコメディカル

の立場からは，適切な治療条件設定の方法が理解

可能となるはずである．またこれらの治療では，

わが国の保険診療に合わせた治療頻度なども整理

されて記載さており，コメディカル領域を含めた

実践的な記載が充実している．

　血漿交換を実施する時には，本書を片手に，血

漿交換においての処理血漿量，治療頻度を，除去

物質の特性，患者の体格を基に計算した分布容量

から，検討してみてほしい．

　本書は理想的なアフェレシスについての実践的

マニュアルであるとともに，基礎理論をわかりや

すく解説した入門書として多くの方々が手にさ

れ，アフェレシス療法の理解がさらに深まること

を期待している．ポケットに入るコンパクトさで

あるが，その内容の充実度はきわめて高く，得ら

れる情報量は大きい．
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